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はじめに 
鳥取県における避難者データと「とっとり震災支援連絡協議会」の概要 

 避難者総数「205人88世帯」（24年11月現在） 
 福島県からの避難者が最も多い（136人） 
 鳥取市（県東部）に避難者が多い（125人） 
 避難者同士のネットワーク希薄 
 
 2011年4月「とっとり東北県人会」が避難者支援を開始する 
 2012年3月「とっとり東北県人会」「ＮＰＯ法人KiRALi」

「ＮＰＯ法人田舎暮らし応援団」「任意団体まる」の4団体

が協力して「協議会」を設立。その後、ＮＰＯ法人ＩＴサ
ポート研究所」「鳥取郡山友の会」等の民間団体が協力。ま
た、鳥取県避難者支援チームが協議会と連携する 

 2012年10月 鳥取県知事と協議会との会談…県との連携 
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これまでの避難者へのアクション 

定期的にお茶会（交流会）を開催 
季節のイベントを開催（芋煮会・ＢＢ
Ｑ・クリスマス会等々） 

必要物資の調達（細々と・・・） 
就労の相談（個人レベルでの紹介） 
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とっとり震災支援連絡協議会   
        の中期計画 

支援体制を整備し強化する 
行政との連携を深める 
復興長期化を見据えた支援体制を構築する 
全てをボランティアに依存しない 
資金調達システムを構築する 
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現在の支援に係る課題 

＊支援が小グループに点在し、支援者同士の情報共有がない 

＊避難者のリアルタイムの情報やニーズが包括的に把握できていない 

＊避難者へ鳥取で居住するための情報が充分に行きわたっていない 

＊支援者のネットワークが構築されていない 

＊被災地等から避難者を受け入れる積極的アクションがない 

＊被災地で活動する NPO 等団体や県内の支援団体との連携が希薄 

 

＊支援活動をト

ータルに常時コ

ーディネートす

 
 

＊避難者のニーズ（困りごと）を

リアルタイムに集約し、ニーズに

合致した支援策を講じる 

 

＊県内の支援希望者をネットワ

ーク化し、情報の交換共有を図

る 

＊県内の支援希望者への具体的

支援アクションを提供する 

 

＊避難者のネッ

トワークを構築

する 

 
＊被災地で活動する NPO 等

団体と連携する 

 

＊被災地等からの避難者を積

極的に受け入れるアクション

を起こす 

 

資金不足が大きな課題！ 

フ ァ ン ド レ イ ジ ン
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支援コーディネーター 

支援コーディネーターの常勤雇用と養成 
【24年12月からコーディネーター2名雇用予定／
25年3月から事務局マネージャー1名雇用予定】 
＊コーディネーターを養成し、様々な支援策を講じ  
 実施する。マネージャーはコーディネーター業務 
 をマネジメントする 
 
コーディネーター養成の結果、継続的な支援が可能
になる 
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支援者ネットワークの構築 

全県域にわたる支援者（支援希望者）の把握及び
ネットワークの構築 
 
＊情報交換会・必要物資の提供呼び掛け、集配・各  
 種イベント等へ支援参加を促し支援者の輪を広げ  
 る。また、支援者同士の連絡調整会を開催する（2 
 カ月に1回程度）】 
 
支援者拡大による県民意識醸成及びファンドレイジ
ングの充実 
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避難者ニーズの把握 

避難者の情報を把握（集約）することで、避
難者への情報のスムーズな提供等を可能にす
る（戸別訪問による聞き取り） 
 
交流会・情報交換会（お茶会）の開催【上記
の情報を活用し、東部・中部・西部において
月に1回程度の情報交換会を開催する。】 
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情報交換会 

情報交換会においてより具体的な避難者のニーズを把
握する（戸別訪問による聞き取り） 
 
避難者ニーズ（物心ともども）を広く集積し、その
ニーズに従って支援を行う 
 
【例えば、母子避難における一時里帰り希望（金銭的問題）／季節に
応じた家電・衣服等々の不足／母子避難における子育ての行き詰ま
り／定住を目指す避難者の起業／住居／就労／教育  等々】 
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連 携 

他府県の避難者支援団体・被災地で活動する
団体等との連携 
 
【支援コーディネーター等の現地訪問及び調整連絡会
の開催。その後、サマーキャンプの情報提供・募集・
運営の協力。被災地からの情報提供等を行う。】 
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サマ―キャンプ 
「鳥取体験サマーキャンプ」の開催 
【智頭町内の廃校となった小学校を使用し、各自治体・地元団
体・企業等と連携し、福島県を中心とした被災地等から子どもた
ちの心身の解放と「鳥取体験」を目的として4泊5日程度のキャ
ンプを開催する 
 
【貸切バスによる送迎（福島県発着）・鳥取県内各所の訪問（鳥
取市・倉吉市・琴浦町・大山町・米子市等）・地元小中学生との
交流・地元大学生との交流等々。参加者は基本的に小学3年生～
6年生（50名程度）とし、希望者は保護者同伴の元それ以下の
年齢（未就学児童）も可能とする（保護者と子どもで50名程度
を想定。小学生は無料、同伴保護者は交通費のみ実費負担】 
 
【同時開催のイベントによる資金調達：音楽イベント等を開催し、
地元の人たちにチケットを買ってもらいその一部を寄付として充
当する】 
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